
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00

○各業界の現状や将来見通しを正しく把握しそれを構成員で共有し、核となる企業を模索しながら、それを中心として各社相互の理解を一層深める取り組みを進める
とともに、具体的な取り引き案件等を通じた業界内の連携を支援する動きを加速する。
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◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。
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実績値

23年度

本事業による研究会などへの延べ参加企業数
実績値

達成率

178.00
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24年度 25年度
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事務事業の名称 ものづくり産業戦略的強化事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 産業振興課長　馬庭　正人

施策Ⅰ－１－１　県内企業の経営・技術革
新の支援

電話番号 0852-22-5291

目
的

（１）対象 県内ものづくり企業（県内製造業の強みとなる集積産業等）

（２）意図 世界市場等を見据えた経営戦略を構築し、企業間連携等による競争力を強化する

200.00

目標値

○鋳物産業
　・導入した砂型３Ｄプリンターを活用した技術・ノウ
　　ハウ習得など新技術への取り組みを開始することに
　　より、各社の新技術導入への意識を醸成
○農業機械産業
　・経営力強化や自社設備の保全に関するセミナーを開
　　催することにより自社の課題を見つめ直す機会とな
　　った
　・一部企業間で始まったグループ化の取り組み支援に
　　より、相互理解が深まり連携の取り組みが始まった
○食品加工業
　・石見地域の食品企業ガイドブックを作成
　・浜田市と連携して今後の取り組みについて検討を開
始

○　個社での新たな動きはでているものの、相互連携を意識した活動につなげることができていない。

26年度 27年度
指標名

新たな経営戦略の構築や技術力・販売力の強化に向けた研究会な
どへの延べ参加企業数

年度 23年度

・県内産業、とりわけ裾野が広く集積が見られる業種などを対象として、グローバル化の進展等に対応し競争力を一層強化するため、経営戦略の構築や、戦略的
な技術力の向上、販路拡大、企業間の連携などを支援する。
　具体的には、「鋳物産業」、「水環境産業」、「食品加工業」、「農業機械産業」の４つの集積産業への支援を展開。

○　「農業機械産業」については、県が中心となり提言を策定、フォローアップを実施中。
○　「鋳物産業」については、共通課題（人材育成、環境対策）解決に向けた取り組みを展開中。
○　「水環境」、「食品加工業」については、以前設定した共通課題の再設定が必要となっており、模索中。

うち一般財源（千円） 3,674 11,000

２６年度実績 ２７年度計画

事　業　費（b）（千円） 3,674 11,000

単位

350.00

○　県内集積産業において、共同の一定の方向性を持てていないこと。

○　全体としての戦略・ビジョンを持つこと。

％

191.00

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

③改善策を検討中


